
編集・発行／沼津駅の高架化を実現する市民の会　〒４１０‐０８３２ 沼津市御幸町１４‐５（沼津商工会議所内）TEL 〈０５５〉 ９３１‐１１１１㈹・FAX 〈０５５〉 ９３１‐１１１５

くらし安全　新しいまちづくりをすすめよう
⃝国土交通省・県への要望活動 �  ⑴

⃝キラメッセぬまづがいよいよオープン

⃝高架化に合わせたまちづくりが進んでいます �  ⑵

　・沼津駅周辺総合整備事業の概要

　・新貨物駅周辺の社会基盤整備

⃝平成24年度 会の動き 

主　な　記　事

▼
太
田
国
土
交
通
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
▲

太田大臣に事業推進を要望する市川会長

太田大臣に事業を説明する栗原市長

開館に向けて準備が進む展示イベント施設「キラメッセぬまづ」
※一般のご利用は ７月18日からです。

　
平
成
25
年
１
月
８
日
、
当
会

は
、
沼
津
市
長
、
沼
津
市
議
会

議
長
、
沼
津
市
議
会
沼
津
駅
鉄

道
高
架
事
業
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長
と
と
も
に
国
土
交
通
省

を
訪
ね
、
太
田
国
土
交
通
大
臣

や
県
選
出
の
国
会
議
員
な
ど
に

高
架
化
推
進
の
要
望
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

市
川
会
長
は
、「
市
民
は
20

年
以
上
、
高
架
化
を
待
ち
続
け

て
い
る
。
事
業
推
進
の
力
強
い

後
押
し
を
い
た
だ
き
た
い
。」

と
述
べ
、
太
田
大
臣
は
事
業
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
示
し

ま
し
た
。

▼
市
民
の
会
と
し
て
川
勝
静
岡
県
知
事
に
要
望
書
を
提
出
▲

要望書を川勝知事に手渡す市川会長

　
平
成
25
年
１
月
29
日
、
当
会
は
、
会
長
と

副
会
長
４
名
で
県
庁
を
訪
ね
、
川
勝
知
事
に

面
会
し
ま
し
た
。

　
静
岡
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
鉄
道
高
架
事

業
は
、
現
在
、
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
、
関
係
者
間
の

合
意
形
成
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
沼
津
駅
周
辺
で
は
既
に
鉄
道
の
高
架

化
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
高
架
本
体

工
事
の
早
期
着
手
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
川
勝
知
事
は
、
鉄
道
高
架
事
業
の
有
効
性

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
沼
津
駅
北
口
で

整
備
の
進
む
総
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

「
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
」
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

　沼津駅付近鉄道高架事業の推進について
　この事業が計画されてから既に四半世紀経過し
ようとしておりますが、大多数の市民は鉄道の高
架化に賛成であり、また、関連事業も進んでおり、
その夢はもう実現寸前のところまできています。
　知事におかれましては、こうした沼津市民の熱
意と実情をご賢察いただき、鉄道の高架化を一刻
も早く実現していただくため、特段のご配慮を賜
りますよう、お願い申し上げます。

＜要望書要旨＞＜要望書要旨＞

市の展示イベント施設「キラメッセぬまづ」が今年6月29日に先行オープン!市の展示イベント施設「キラメッセぬまづ」が今年6月29日に先行オープン!
⃝6月29日㈯から7月15日㈪までオープニングイベントを予定しています⃝⃝6月29日㈯から7月15日㈪までオープニングイベントを予定しています⃝

　プラサ ヴェルデは、国際会議にも対応できる「会議場施設」
のほか、「展示イベント施設（キラメッセぬまづ）」、「宿泊施設」
などを備えた利便性の高い国内有数の総合コンベンション施
設です。
　平成２６年夏にグランドオープンします。

高
架
本
体
工
事
に

高
架
本
体
工
事
に
早
期
着
手
を
！

早
期
着
手
を
！

早
期
着
手
を
！

早
期
着
手
を
！

⃝⃝

平
成
平
成
１８１８
年年
１１１１
月
に
事
業
主
体
で
あ
る
静
岡
県
が
事
業
認
可
を
取
得

月
に
事
業
主
体
で
あ
る
静
岡
県
が
事
業
認
可
を
取
得

⃝
有
識
者
会
議
や
事
業
評
価
監
視
委
員
会
で
も
事
業
の
妥
当
性
を
確
認

⃝
有
識
者
会
議
や
事
業
評
価
監
視
委
員
会
で
も
事
業
の
妥
当
性
を
確
認

⃝
高
架
化
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

⃝
高
架
化
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

「
沼
津
の
都
市
未
来
の
た
め
に
」

「
沼
津
の
都
市
未
来
の
た
め
に
」
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平
成
二
十
四
年
度
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
度
会
の
動
き

⑶
正
副
会
長
会
議

と
き　

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日
㈮

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

Ｐ
Ｉ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

と
き　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日
㈮

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ

い
て

　
　
　

香
貫
駐
車
場
看
板
の
撤
去
に
つ
い

て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日
㈮

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

県
知
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　
　
　

市
民
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

か
け
は
し
の
発
行
に
つ
い
て

⑷
事
務
局
会
議

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
九
日
㈬

と
き　

平
成
二
十
五
年
三
月
七
日
㈭

２
．
広
報
啓
蒙
活
動

⑴
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

①
第
二
十
九
号
（
三
月
三
十
一
日
発
行
）

　

８
万
５
千
部
印
刷
・
全
戸
配
布

　

沼
津
市
、
県
知
事
、
県
関
係
部
署
、

　

沼
津
市
関
係
部
署
、
県
議
会
議
員
、

　

市
議
会
議
員
、
そ
の
他
関
係
者
配
布

３
．
関
係
機
関
へ
の
要
望

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
八
日
㈫

　
　
　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
衆
議
院
議
員
、
国
土

交
通
省
へ
要
望
し
た

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日
㈫

　
　
　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
川
勝
静
岡
県
知
事
へ

要
望
し
た

４
．
そ
の
他

〈
Ｐ
Ｉ
委
員
会
傍
聴
〉

と
き　

平
成
二
十
四
年
四
月
三
日
㈫

と
き　

平
成
二
十
四
年
七
月
十
四
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
四
年
九
月
九
日
㈰

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
㈰

と
き　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
六
日
㈯

〈
Ｐ
Ｉ
勉
強
会
傍
聴
〉

と
き　

平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
二
月
九
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
三
月
九
日
㈯

１
．
会
議
の
開
催

⑴
総
会
・
定
時
会
員
総
会

と
き　

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日
㈪

会
場　

ホ
テ
ル
沼
津
キ
ャ
ッ
ス
ル

議
案　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
二
十
四
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

　
　
　

沼
津
市
都
市
計
画
部

　
　
　

沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長

梶　

茂
美　

氏

　
　
　

沼
津
市
都
市
計
画
部

　
　
　

市
街
地
整
備
課
参
事
兼
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
長

山
田　

昭
裕　

氏

⑵
全
体
会
議
・
市
民
講
座

と
き　

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日
㈮

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
三
階
ホ
ー
ル

演
題　
「
プ
ラ
サ　

ヴ
ェ
ル
デ
い
よ
い
よ

オ
ー
プ
ン
」
～
こ
れ
か
ら
の

M
I
C
E
戦
略
を
考
え
る
～

講
師　

株
式
会
社
コ
ン
グ
レ

　
　
　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
本
部
副
本

部
長

鈴
木　

隆
雄　

氏鈴木隆雄氏

鉄道の高架化に合わせたまちづくりが着々と進んでいます鉄道の高架化に合わせたまちづくりが着々と進んでいます

長泉沼津 IC長泉沼津 IC

新東名高速道路

新東名高速道路

東海道新幹線東海道新幹線

田
子
の
浦
港

田
子
の
浦
港

1

東名高

速

道 路

東名高

速

道 路

駿河湾
沼津SA
駿河湾
沼津SA

愛鷹PA愛鷹PA

沼津岡宮 IC沼津岡宮 IC

東駿河湾環状道路（予定）

東田子の浦駅

原　駅

吉原駅

片浜駅

新貨物駅予定地

新車両基地予定地

鉄道高架関連事業

新貨物駅周辺のまちづくり 沼津駅周辺総合整備事業の概要（全体事業費）について

イーラde西側で整備している道路は、高架
化により高沢町まで平面でつながります。

平成25年１月10日公表

事業名 事業内容 事業主体
H23までの事業費［B］
全体事業費［A］

H24以降 H23末執行率
［B］/［A］＊100事業費 うち市費

鉄道高架事業

都市交通の円滑化や南北市街
地の一体化などを目的とし
て、沼津駅付近のJR東海道
本線を約3.7km、JR御殿場線
を約1.6km高架化し、13箇所
の踏切を除却します。

県 約23億円／約787億円 約764億円 約184億円 2.9%

鉄道高架関連事業

鉄道高架事業に必要となる用
地取得や緑地整備、駅周辺の
幹線道路や鉄道と交差する道
路・歩行者通路の整備等を行
います。

市 約110億円／約445億円 約335億円 約194億円 24.7%

土地区画整理事業

鉄道の高架化により発生する
鉄道跡地を活用して道路、水
路、公園等の公共施設の整備
改善と宅地の利用増進を図り
ます。

市 約43億円／約293億円 約250億円 約100億円 14.7%

特定再開発事業

沼津駅北地区において、土地
区画整理事業による公共施設
や居住環境の整備改善と、都
市の魅力づくりの新たな核と
なる拠点施設の導入を目的と
した都市機能更新事業を実施
します。

都市機構 約154億円／約158億円 約 4億円 約 1億円 97.5%

市街地再開発事業
中心市街地活性化のための核
的施設「イ～ラｄｅ」の建設
と、南口駅前広場の拡張整備
を行いました。（H20.3完成）

市 約131億円／約131億円 － － 100.0%

駅北拠点開発事業

沼津駅北口の旧国鉄沼津機関
区跡地を活用し、県東部にお
いて広域的な交流機能を高め
るための中核的機能・施設と
して、会議場施設及び展示イ
ベント施設を整備します。

県 約18億円／約86億円 約68億円 － 20.9%

市 約61億円／約98億円 約37億円 約24億円 62.2%

合　　計 約540億円／約1,998億円 約1,458億円 約503億円 27.0%

※事業費は平成２３年度の決算額を基準に算出
※沼津市のホームページより引用

駅北拠点開発事業

来年夏のプラサ ヴェルデのグランドオープン
に向け、県の会議場施設の整備も始まりました。

土地区画整理事業

区画整理により、駅北口では広い歩道
ができ、新しい建物も建設されています。

　沼津市西部地域は、今後さらなる発展を遂げるポテンシャルを秘　沼津市西部地域は、今後さらなる発展を遂げるポテンシャルを秘
めています。郷土の自然や歴史を大切にしながら社会基盤の整備をめています。郷土の自然や歴史を大切にしながら社会基盤の整備を
進めることにより、地域の活性化や雇用の創出など、富士市の東部進めることにより、地域の活性化や雇用の創出など、富士市の東部
地区との連携も含めた新たなまちづくりが期待されています。地区との連携も含めた新たなまちづくりが期待されています。

　沼津貨物駅の移転が予定されている原地区の周辺では、東名・新東名
スマートインターチェンジの設置、東駿河湾環状道路の西区間への延伸、
沼川新放水路の整備などが計画されています。

　鉄道の高架化を見据えた社会基盤整備が進んでいます。これらの事業は、　鉄道の高架化を見据えた社会基盤整備が進んでいます。これらの事業は、
鉄道高架の完成により、最大限の効果を発揮することができます。鉄道高架の完成により、最大限の効果を発揮することができます。
　平成24年以降の事業費も１年間で使われるものではなく、事業の進み具　平成24年以降の事業費も１年間で使われるものではなく、事業の進み具
合に合わせて使っていきます。合に合わせて使っていきます。

県東部10市町の経済団体等で構成する「静岡県東部地域グランドデザイン策定委員会」の提言書に鉄道高架事業の早期実現、新貨物駅周辺のまちづくりが盛り込まれました。
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